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本論文は，細胞間の DNA 伝達機構を解明することを目標として，放線菌プラスミド pSN22を対象に，接合伝達に




第 1 章では， プラスミド伝達機能の発現に重要である伝達関連遺伝子発現の制御因子 TraR と遺伝子発現のフ。ロモー
ター領域間相互作用について， ln VIVO および in vitro の両面から検討している o TraR タンパク質は，プロモーター
領域内に存在する 4 つの繰り返し配列 (TRE box 1 -4 配列)を結合部位とし，その位置と TraR の結合親和性に
よって， 2 種類のメカニズムによる遺伝子発現の負の制御メカニズムを行うことを示している O 効率よいプラスミド
伝達には両方のメカニズムが必要であることを示し， pSN22 の接合伝達機構を遺伝子発現制御の面から考察してい
る。
第 2 章では，伝達機構をより具体的に理解するために，接合伝達を支配する TraB タンパク質に見いだされた
ATP結合モチーフの重要性を，遺伝学的手法により明らかにしている。 TraB タンパク質における ATP 結合モチー
フは，細胞間の DNA 伝達に必須であることを明らかにし， TraB タンパク質の機能発現に ATP が必要であることを
示唆している。
第 3 章では， TraB タンパク質の局在性について検討した。エピトープタギング法を用いて TraB タンパク質が膜
画分に局在することを示し， TraB タンパク質が膜タンパク質である可能性を認めている。また， エピトープタギン









ある放線菌の接合伝達については，わずかな知見しかない。本論文は，放線菌 Streptomyces nigrij，αciens 由来の接
合伝達プラスミド pSN22上にコードされている菌糸間伝達に関与する遺伝子 (traB) に注目し，遺伝子の発現制御，
遺伝子産物であるタンパク質 (TraB) の機能を，分子生物学的手法を用いて解析を行ったものであり，以下に要約
するように，いくつかの新しい事実を見い出すとともに，二，三の重要な提案を行っている。
(1)プラスミド伝達に重要である TraB タンパク質をコードする traB 遺伝子の発現が，発現制御タンパク質である




TraB タンパク質に存在する ATP 結合モチーフに注目し ， tnαB遺伝子内変異の解析から，このモチーフが本タンパ
クの機能に必須なことを示し，機能発現に ATP が関与していることを示唆した。また，エピトープタギング法を用
いて， Tra タンパク質が膜画分に局在していることを明らかにしている。
以上のように，本論文は，放線菌における接合による遺伝子伝達機構に関する新しい提案を行っており，微生物学
ならびに微生物遺伝学に貢献するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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